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長
岡
技
術
科
学
大
学
は
、

「
技
学
」
を
大
学
の
基
本
理

念
と
し
て
い
る
。技
学
と
は
、

現
実
の
多
様
な
技
術
対
象
を

科
学
の
局
面
か
ら
据
え
直
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
技
術
体
系
を

一
層
発
展
さ
せ
る
技
術
に
関

す
る
科
学
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
理
念
に
基
づ
き
、
長
岡

技
大
は
、
開
学
当
初
か
ら
産

学
連
携
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

た
だ
し
、
研
究
成
果
を
も

と
に
し
た
起
業
、
事
業
化
に

関
し
て
は
、希
望
す
る
教
員
・

学
生
が
、
そ
の
場
に
応
じ
て

大
学
内
外
の
関
係
部
署
に
そ

れ
ぞ
れ
話
を
し
に
行
き
、
模

索
す
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
片
川
真
実

教
授
と
鈴
木
信
貴
准
教
授
に

よ
り
、
起
業
、
事
業
化
に
つ

い
て
、
大
学
内
外
の
専
門
家

と
定
期
的
に
且
つ
気
軽
に
相

談
で
き
る
場
を
作
る
こ
と
が

企
画
さ
れ
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー

サ
ロ
ン
」
と
い
う
名
称
で
、

２
０
１
６
年
度
か
ら
運
営
が

開
始
さ
れ
た
。
サ
ロ
ン
設
立

の
た
め
、
片
川
教
授
と
鈴
木

准
教
授
は
、
地
元
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
金
融
機

関
、
行
政
機
関
を
回
り
、
協

力
を
取
り
付
け
た
と
い
う
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
全
体
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、
日
本

戦
略
投
資
株
式
会
社
の
佐
々

木
美
樹
社
長
に
お
願
い
し
て

い
る
。

　

実
際
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ロ

ン
は
、
す
で
に
起
業
し
た
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
起
業
や

研
究
の
事
業
化
を
考
え
て
い

る
教
員
・
学
生
が
大
学
内
外

の
専
門
家
を
前
に
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
や
事
業
モ
デ
ル
を
プ

レ
ゼ
ン
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
場
で
あ
る
。
外
部
か

ら
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
へ

の
参
加
者
は
、
長
岡
技
大
と

秘
密
保
持
契
約
を
結
ぶ
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

教
員
・
学
生
の
研
究
内
容
や

ア
イ
デ
ア
を
守
る
た
め
の
仕

組
み
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
は
、

学
生
の
教
育
の
場
と
し
て
も

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
秘

密
保
持
契
約
の
書
類
を
提
出

し
、
相
談
者
の
許
可
が
あ
れ

ば
、
起
業
や
事
業
化
に
興
味

が
あ
る
学
生
も
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
起
業
に
興
味

が
あ
る
学
生
に
は
、
起
業
の

リ
ア
ル
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
機
会
と
も
な
っ
て

い
る
。

　

私
は
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ

ー
に
興
味
が
あ
っ
た
た
め
、

９
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
２

０
１
８
年
度
の
第
２
回
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
に
参
加
し

た
。
こ
の
日
は
４
名
の
相
談

者
が
お
り
、
午
前
10
時
か
ら

お
昼
休
み
を
挟
ん
で
午
後
４

時
20
分
ま
で
、
一
人
当
た
り

約
１
時
間
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
進
め
ら
れ
て
い
た
。

す
で
に
起
業
を
し
て
お
り
今

後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
相

談
に
き
た
会
社
か
ら
、
起
業

を
す
る
か
ど
う
か
悩
ん
で
い

る
段
階
の
方
ま
で
様
々
な
相

談
者
が
参
加
し
て
い
た
。
相

談
の
内
容
に
つ
い
て
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
コ
ン

サ
ル
、
銀
行
、
行
政
機
関
、

大
学
教
職
員
な
ど
か
ら
様
々

な
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
相
談

者
の
課
題
解
決
の
た
め
に
話

し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

私
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン

に
参
加
し
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

サ
ロ
ン
の
利
点
は
大
き
く
２

つ
あ
る
と
考
え
た
。
一
つ
目

は
専
門
家
の
幅
の
広
さ
で
あ

る
。
あ
る
課
題
・
問
題
に
対

し
て
様
々
な
立
場
・
視
点
か

ら
の
意
見
が
得
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
限
ら
れ
た
視
点

か
ら
で
は
想
定
で
き
な
か
っ

た
よ
う
な
解
決
策
が
得
ら
れ

る
可
能
性
が
高
ま
る
。ま
た
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
と
い
う

機
会
を
通
し
て
、
教
員
・
学

生
は
、
普
段
は
会
え
な
い
人

達
と
の
面
識
を
持
つ
こ
と
が

で
き
、
そ
の
後
に
役
に
立
つ

貴
重
な
資
源
と
な
り
得
る
。

実
際
、
サ
ロ
ン
で
は
、
銀
行

の
方
が
相
談
者
に
新
た
な
取

引
先
を
紹
介
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
。

　

二
つ
目
は
定
期
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
た
め
、
何
度
も

相
談
に
来
る
こ
と
が
可
能
な

点
で
あ
る
。
現
在
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
サ
ロ
ン
は
年
４
回
、
開

催
さ
れ
て
い
る
た
め
、一
度
、

相
談
に
来
た
後
で
、
進
捗
が

あ
っ
た
、
新
た
な
課
題
が
見

つ
か
っ
た
、
新
し
い
事
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
、
な
ど

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
定
期
的
に

相
談
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
以
前
、

相
談
に
来
た
会
社
で
あ
れ
ば
、

前
回
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
ど
う

変
化
し
た
か
が
把
握
で
き
、

う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
の
で

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人

　

先
月
と
は
打
っ
て
変
わ
っ

て
、
一
人
で
思
い
悩
む
こ
と

が
多
く
、
活
気
の
あ
ま
り
な

い
月
。
病
気
に
な
っ
た
り
、

色
々
と
支
障
の
多
い
月
。
約

束
事
、
相
談
事
は
破
約
に
な

り
や
す
い
。
こ
の
月
に
発
病

す
れ
ば
長
引
き
が
ち
、
諸
事

控
え
目
が
吉
。
現
状
維
持
を

守
る
こ
と
。
吉
方
位
は
西
・

東
・
西
北
。

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人

　

派
手
さ
は
な
い
が
、
着
実

に
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
く
運

気
。
職
業
・
不
動
産
・
朋
友

な
ど
と
の
関
わ
り
が
良
好
。

身
体
の
柔
ら
か
い
個
所
・

腹
・
皮
膚
の
病
気
に
注
意
が

必
要
。
新
規
事
業
開
始
は
見

合
わ
す
方
が
得
策
。
来
月
へ

の
準
備
の
月
と
心
得
て
進
め

る
こ
と
。
吉
方
位
は
西
・
西

北
。

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人

　

調
子
が
出
て
意
欲
的
に
な

り
、万
事
順
調
に
進
展
す
る
。

予
想
外
の
喜
び
が
あ
ろ
う
。

普
請
、
起
業
な
ど
早
く
着
手

す
る
の
が
吉
。
地
味
に
運
営

す
る
の
が
良
策
。
舌
・
咽
喉
・

神
経
・
爪
・
毛
髪
な
ど
の
異

常
に
注
意
。吉
方
位
は
東
南
。

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人

　

そ
よ
そ
よ
と
和
や
か
な
風

が
吹
き
こ
む
木
漏
れ
日
の
中

に
い
る
よ
う
に
、
快
適
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
幸
運
期
。

良
い
と
思
っ
た
こ
と
は
結
果

が
ま
ず
く
、
そ
れ
ほ
ど
に
思

わ
な
い
こ
と
が
案
外
良
い
結

果
を
得
る
な
ど
、
自
分
な
が

ら
お
か
し
く
思
う
こ
と
が
多

い
。
未
婚
の
男
女
は
結
婚
を

取
り
決
め
る
月
。
吉
方
位
は

東
。

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人

　

交
際
相
手
や
異
性
と
の
ト

ラ
ブ
ル
、
家
庭
内
に
も
問
題

が
発
生
し
そ
う
な
気
配
の
衰

運
月
で
、
何
事
も
思
う
よ
う

に
運
ば
な
い
か
ら
じ
た
ば
た

し
な
い
方
が
良
い
。
損
失
、

失
費
も
あ
り
が
ち
で
あ
る
。

こ
の
月
に
始
め
た
こ
と
は
多

く
は
中
途
で
方
針
の
変
更
が

あ
る
。
中
宮
の
入
る
月
は
現

状
維
持
で
静
観
が
良
い
。
吉

方
位
は
東
北
・
西
南
・
西
北
・

西
。

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人

　

活
動
力
の
高
ま
る
今
月
は
、

特
に
仕
事
に
対
す
る
取
り
組

み
熱
が
入
り
、
目
上
の
人
と

の
縁
が
深
ま
っ
て
多
忙
と
な

る
だ
ろ
う
。
病
難
、
ケ
ガ
な

ど
が
あ
り
が
ち
な
の
で
注
意

す
る
こ
と
。
計
画
は
綿
密
に

立
て
、
独
断
専
行
せ
ず
、
援

助
者
を
求
め
る
こ
と
。
吉
方

位
は
東
北
・
南
西
・
西
。

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人

　

今
月
は
金
銭
面
や
異
性
関

係
、趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
比
重
が
か

か
っ
て
く
る
。
喜
び
が
多
い

月
な
の
で
、
縁
談
・
就
職
・

開
店
・
普
請
・
移
転
な
ど
は

早
く
着
手
す
る
の
が
良
い
。

ま
た
年
少
の
女
性
に
は
喜
び

が
あ
ろ
う
。
未
婚
の
男
女
に

は
恋
の
発
現
の
月
。
吉
方
位

は
東
北
・
南
西
・
西
北
。

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人

　

今
月
は
運
勢
に
浮
沈
動
揺

が
あ
っ
て
気
の
も
め
る
こ
と

が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
月
に

は
諸
事
新
し
い
企
画
は
見
合

わ
す
方
が
良
い
。
現
状
維
持

で
来
月
の
良
い
運
気
を
待
つ

こ
と
。
ま
た
平
素
持
病
の
あ

る
人
は
再
発
に
注
意
。普
請
・

造
作
・
旅
行
・
移
転
は
凶
。

吉
方
位
は
西
・
西
北
。

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人

　

覇
気
に
溢
れ
、
名
誉
や
地

位
が
上
昇
す
る
好
機
が
訪
れ

る
。
何
か
と
注
目
さ
れ
、
華

や
か
な
出
来
事
が
多
く
起
こ

る
だ
ろ
う
。
外
見
が
盛
大
に

見
え
る
た
め
、
近
親
や
友
達

の
た
め
に
金
銭
上
の
損
失
が

あ
る
。
役
所
に
か
か
わ
る
事

件
か
印
鑑
、
証
書
な
ど
の
心

配
事
が
あ
ろ
う
。
ま
た
住
宅

か
土
地
に
つ
い
て
の
紛
糾
に

注
意
す
る
方
が
良
い
。
い
ま

ま
で
の
難
事
件
も
解
決
す
る

月
。
吉
方
位
は
東
北
・
南
西
・

東
・
東
南
。

■
高
島
易
断
鑑
定
所
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響
を
与
え
、
人
々
を
魅
了
し

続
け
て
い
る
。
本
展
で
は
生

誕
１
２
０
年
を
記
念
し
、
イ

ス
ラ
エ
ル
博
物
館
か
ら
選
り

す
ぐ
り
の
約
１
５
０
点
を
日

本
初
公
開
。
実
際
に
あ
り
そ

う
で
現
実
に
は
存
在
し
得
な

い
《
相
対
性
》
な
ど
代
表
作

の
ほ
か
、
初
期
の
作
品
や
木

版
、
直
筆
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

な
ど
に
加
え
、
幅
４
ｍ
に
も

お
よ
ぶ
超
大
作
《
メ
タ
モ
ル

フ
ォ
ー
ゼ
Ⅱ
》
も
。
デ
ジ
タ

ニ
ュ
ー
・
ウ
ェ
イ
ブ

現
代
美
術
の
80
年
代

11
／
３
～
１
／
20

国
立
国
際
美
術
館

　

１
９
８
０
年
代
、
昭
和
か

ら
平
成
へ
と
時
代
が
変
わ
り
、

バ
ブ
ル
景
気
に
沸
く
一
方
、

大
き
な
事
件
や
事
故
、
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
時
代
で
、
ま

た
、
20
世
紀
末
の
混
沌
と

様
々
な
局
面
を
、
本
展
で
は

当
時
活
躍
し
た
多
く
の
作
家

の
作
品
に
よ
っ
て
紹
介
し
検

証
す
る
。
時
代
の
変
化
の
中

で
作
家
た
ち
の
作
品
に
ど
の

よ
う
な
傾
向
や
変
化
が
芽
生

え
た
の
か
。
あ
ら
た
め
て
１

９
８
０
年
代
を
見
渡
す
こ
と

で
、
何
か
大
き
な
発
見
が
あ

る
だ
ろ
う
。

　

国
立
国
際
美
術
館
（
京
阪

「
渡
辺
橋
」
駅
よ
り
徒
歩
約

５
分
）
に
て
11
月
３
日
（
土
・

祝
）
～
２
０
１
９
年
１
月
20

日
（
日
）。
月
曜
休
館
（
た

だ
し
、
12
月
24
日
（
月
・
振

休
）・
２
０
１
９
年
１
月
14

日
（
月
・
祝
）
は
開
館
、
翌

日
休
館
。）、
年
末
年
始
（
12

月
28
日
（
金
）
～
２
０
１
９

年
１
月
４
日
（
金
））。
午
前

10
時
～
午
後
５
時
（
金
・
土

は
同
８
時
ま
で
）、入
場
は
そ

れ
ぞ
れ
30
分
前
ま
で
。
一
般

９
０
０
円
、
大
学
生
５
０
０

円
、
高
校
生
以
下
無
料
。
国

立
国
際
美
術
館
☎
０
６
・
６

４
４
７
・
４
６
８
０
（
代
表
）

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

生
誕
１
２
０
年　

イ
ス
ラ
エ

ル
博
物
館
所
蔵

ミ
ラ
ク
ル　

エ
ッ
シ
ャ
ー
展

11
／
16
～
１
／
14　
　
　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

　

「
だ
ま
し
絵
」
で
知
ら
れ

る
版
画
家
、
マ
ウ
リ
ッ
ツ
・

コ
ル
ネ
リ
ス
・
エ
ッ
シ
ャ
ー
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
な
い
時
代

に
「
版
画
」
で
作
ら
れ
た
緻

密
か
つ
独
創
的
で
“
ミ
ラ
ク

ル
”
な
作
品
は
、
幅
広
い
専

門
家
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
影

ル
時
代
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

「
版
画
」
に
こ
だ
わ
り
続
け

た
エ
ッ
シ
ャ
ー
の
偉
業
を
再

認
識
で
き
る
貴
重
な
機
会
。

　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

（
近
鉄
「
大
阪
阿
部
野
橋
」

駅
・
Ｊ
Ｒ
「
天
王
寺
」
駅
よ

り
す
ぐ
。
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

16
階
）
に
て
、
11
月
16
日

（
金
）
～
２
０
１
９
年
１
月

14
日
（
月
・
祝
）
ま
で
。
休

館
は
11
月
19
日
（
月
）、
11

月
26
日
（
月
）、
12
月
31
日

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・レ
ポ
ー
ト

武
藤　
将
太

連
載

長
岡
技
術
科
学
大
学

経
営
戦
略
・
技
術
経
営
・
も
の
づ
く
り
経
営
研
究
室

【67】
長
岡
技
大
の
起
業
・
事
業
化
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
：
ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン

11月（五黄土星の月）
十一月七日（立冬）～十二月六日

高
島
易
断
鑑
定
所　

高
島　
寿
周

↓
11
月
７
日（
立
冬
）〜
12
月
６
日
ま
で

X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X

あ
れ
ば
ま
た
更
な
る
解
決
案

を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、

大
学
の
研
究
成
果
を
社
会
に

還
元
し
、
世
の
中
に
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

日
本
政
府
も
国
を
挙
げ
て
こ

れ
を
推
進
し
て
い
る
。
経
産

省
の
調
査
で
は
、
１
９
９
０

年
度
に
は
日
本
の
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
は
55
社
だ
っ
た
が
、

２
０
０
０
年
度
に
は
４
２
０

社
に
増
加
し
た
。
そ
の
後
、

２
０
０
７
年
度
ま
で
年
間
２

０
０
社
ず
つ
増
加
し
、
２
０

０
８
年
度
に
は
１
８
０
７
社

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
増
加

傾
向
に
あ
っ
た
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
数
は
２
０
１
０
年

度
頃
か
ら
新
規
起
業
数
と
倒

産
・
廃
業
す
る
数
が
拮
抗
す

る
よ
う
に
な
り
、
２
０
１
７

年
度
の
調
査
で
は
２
０
９
３

社
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
成
長・

発
展
の
壁
に
突
き
当
た
っ
て

ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し
、

チ
ケ
ッ
ト
を
当
て
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
２
人
で
出
か
け

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

京
都
や
奈
良
へ
一
緒
に
行

き
ま
し
た
し
食
事
に
行
く
こ

と
も
増
え
、
今
で
は
月
に
一

度
ど
こ
か
に
日
帰
り
で
出
か

け
て
い
ま
す
。
２
人
と
も
旅

行
が
好
き
な
の
で
毎
回
楽
し

い
旅
行
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

京
都
で
は
茶
道
資
料
館
や

相
国
寺
、
錦
市
場
、
嵐
山
と

有
名
所
か
ら
ち
ょ
っ
と
マ
イ

ナ
ー
な
所
も
訪
れ
ま
し
た
。

奈
良
で
は
三
が
日
に
春
日
大

い
る
。

　

私
は
、
長
岡
技
大
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
が
こ
う
し
た

成
長
課
題
を
解
決
す
る
一
つ

の
手
段
と
し
て
、
起
業
。
事

業
化
に
関
心
を
持
つ
教
員
・

学
生
や
既
に
大
学
発
ベ
ン
チ

ャ
ー
を
起
こ
し
て
い
る
経
営

者
に
対
し
て
支
援
を
行
い
、

今
後
の
経
済
成
長
に
貢
献
す

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

■
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

茨
城
県
出
身
。
茨
城
高
専

卒
。
現
在
、
長
岡
技
術
科
学

大
学
情
報
・
経
営
シ
ス
テ
ム

工
学
課
程
第
４
学
年
に
在

籍
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
ポ
ス
タ
ー

社
に
初
詣
で
参
拝
し
ま
し
た

し
、
奈
良
公
園
で
は
鹿
と
戯

れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
２
度

目
の
奈
良
で
は
依
水
園
と
い

う
日
本
庭
園
と
東
大
寺
を
訪

れ
て
し
っ
か
り
と
奈
良
県
を

満
喫
で
き
た
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
２
人
と
も
食

に
も
興
味
が
あ
る
た
め
色
ん

な
も
の
を
食
べ
ま
し
た
。
京

都
で
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
フ
ル

ー
ツ
の
サ
ワ
ー
を
出
す
お
し

ゃ
れ
な
立
ち
飲
み
の
お
店
や

京
都
ら
し
い
和
食
の
お
店
に

行
き
ま
し
た
。
奈
良
で
は
や

は
り
柿
の
葉
寿
司
を
食
べ
ま

し
た
し
、
茶
そ
ば
や
ほ
う
じ

茶
の
パ
フ
ェ
、
洋
酒
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
な
ど
和
だ
け
で
な

く
洋
菓
子
も
い
く
つ
か
食
べ

ま
し
た
。

　

今
は
次
回
の
旅
行
の
予
定

を
考
え
て
い
て
（
今
ま
で
よ

り
は
近
場
に
は
な
り
ま
す

が
）
有
馬
温
泉
で
の
日
帰
り

旅
行
を
考
え
て
い
ま
す
。
次

回
は
い
つ
も
の
友
人
だ
け
で

な
く
他
の
同
期
の
友
達
と
も

一
緒
に
行
く
予
定
に
な
っ
て

い
る
の
で
い
つ
も
よ
り
も
賑

や
か
な
旅
行
に
な
り
そ
う
で

す
。

　

私
は
こ
の
会
社
に
就
職
し

て
か
ら
は
特
に
色
々
な
場
所

に
行
く
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

　

最
初
の
う
ち
は
一
人
で
ふ

ら
っ
と
絵
画
な
ど
美
術
品
の

展
示
会
を
訪
れ
た
り
、
食
べ

る
の
が
好
き
な
の
で
美
味
し

そ
う
な
お
店
探
し
に
行
く
こ

と
が
多
か
っ
た
私
で
す
が
、

同
期
の
友
人
が
社
内
の
フ
ォ

神戸ＭＫ コールセンター 副主任　綾部　新
（平成29年度入社）

～私のプチ旅行記～
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８
時
ま
で
。）。
入
館
は
30
分

前
ま
で
。一
般
１
３
０
０
円
、

大
学
生
９
０
０
円
、
70
歳
以

上
６
５
０
円
、
高
校
生
以
下

無
料
。
兵
庫
県
立
美
術
館
☎

０
７
８
・
２
６
２
・
０
９
０

１☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

～
午
後
５
時
30
分
（
入
館
は

同
５
時
10
分
ま
で
）。大
人
５

０
０
円
、高
大
生
４
０
０
円
、

小
中
生
３
０
０
円
、
未
就
学

児
無
料
。
古
田
織
部
美
術
館

☎
０
７
５
・
７
０
７
・
１
８

０
０

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

響
を
与
え
、
人
々
を
魅
了
し

続
け
て
い
る
。
本
展
で
は
生

誕
１
２
０
年
を
記
念
し
、
イ

ス
ラ
エ
ル
博
物
館
か
ら
選
り

す
ぐ
り
の
約
１
５
０
点
を
日

本
初
公
開
。
実
際
に
あ
り
そ

う
で
現
実
に
は
存
在
し
得
な

い
《
相
対
性
》
な
ど
代
表
作

の
ほ
か
、
初
期
の
作
品
や
木

版
、
直
筆
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

な
ど
に
加
え
、
幅
４
ｍ
に
も

お
よ
ぶ
超
大
作
《
メ
タ
モ
ル

フ
ォ
ー
ゼ
Ⅱ
》
も
。
デ
ジ
タ

《
オ
ラ
ン
ジ
ー
ナ
：
ソ
ー
ダ
よ
り
美
味
い
》
２
０
０
１
年

（
１
９
６
４
年
制
作
の
原
画
に
よ
る
初
刷
）
ポ
ス
タ
ー
（
リ

ト
グ
ラ
フ
、
紙
）　

テ
ィ
エ
リ
ー
・
ド
ゥ
ヴ
ァ
ン
ク
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン　

©
A

nnie C
harpentier 2018

⑧
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館

「
温
故
礼
讃
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

　

ご
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

番
号
・
興
味
を
持
っ
た
記
事
・

Ｍ
Ｋ
へ
の
一
言
を
明
記
の
上
、

〒
６
０
１
―
８
４
３
２
京
都

市
南
区
西
九
条
東
島
町
63
―

１
、
Ｍ
Ｋ
新
聞
「
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
係
ま
で
。
締
切
は
11
月

15
日
（
木
）
消
印
有
効
。
当

選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
紙
面
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
ご
応
募
に
際
し
て
ご
記
入

い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ

き
ま
し
て
は
、
弊
社
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き

厳
重
に
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w
w
.m

k-gr�
oup.co.jp/privacy/

「
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
と
少
女
」　

１
９
５
０

年
代
半
ば　

ち
ひ
ろ
美
術
館
蔵　
　
　

ニ
ュ
ー
・
ウ
ェ
イ
ブ

現
代
美
術
の
80
年
代

11
／
３
～
１
／
20

国
立
国
際
美
術
館

し
た
世
界
情
勢

の
影
響
を
受
け

て
人
々
の
感
情

や
内
面
が
激
し

く
揺
さ
ぶ
ら
れ

た
10
年
で
あ
っ

た
。
時
代
状
況

を
反
映
し
、
複

雑
で
多
様
な
展

開
を
示
し
た
80

年
代
の
美
術
の

　

１
９
８
０
年
代
、
昭
和
か

ら
平
成
へ
と
時
代
が
変
わ
り
、

バ
ブ
ル
景
気
に
沸
く
一
方
、

大
き
な
事
件
や
事
故
、
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
時
代
で
、
ま

た
、
20
世
紀
末
の
混
沌
と

様
々
な
局
面
を
、
本
展
で
は

当
時
活
躍
し
た
多
く
の
作
家

の
作
品
に
よ
っ
て
紹
介
し
検

証
す
る
。
時
代
の
変
化
の
中

で
作
家
た
ち
の
作
品
に
ど
の

よ
う
な
傾
向
や
変
化
が
芽
生

え
た
の
か
。
あ
ら
た
め
て
１

９
８
０
年
代
を
見
渡
す
こ
と

で
、
何
か
大
き
な
発
見
が
あ

る
だ
ろ
う
。

　

国
立
国
際
美
術
館
（
京
阪

「
渡
辺
橋
」
駅
よ
り
徒
歩
約

５
分
）
に
て
11
月
３
日
（
土
・

祝
）
～
２
０
１
９
年
１
月
20

日
（
日
）。
月
曜
休
館
（
た

だ
し
、
12
月
24
日
（
月
・
振

休
）・
２
０
１
９
年
１
月
14

日
（
月
・
祝
）
は
開
館
、
翌

日
休
館
。）、
年
末
年
始
（
12

月
28
日
（
金
）
～
２
０
１
９

年
１
月
４
日
（
金
））。
午
前

10
時
～
午
後
５
時
（
金
・
土

は
同
８
時
ま
で
）、入
場
は
そ

れ
ぞ
れ
30
分
前
ま
で
。
一
般

９
０
０
円
、
大
学
生
５
０
０

円
、
高
校
生
以
下
無
料
。
国

立
国
際
美
術
館
☎
０
６
・
６

４
４
７
・
４
６
８
０
（
代
表
）

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

生
誕
１
２
０
年　

イ
ス
ラ
エ

ル
博
物
館
所
蔵

ミ
ラ
ク
ル　

エ
ッ
シ
ャ
ー
展

11
／
16
～
１
／
14　
　
　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

　

「
だ
ま
し
絵
」
で
知
ら
れ

る
版
画
家
、
マ
ウ
リ
ッ
ツ
・

コ
ル
ネ
リ
ス
・
エ
ッ
シ
ャ
ー
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
な
い
時
代

に
「
版
画
」
で
作
ら
れ
た
緻

密
か
つ
独
創
的
で
“
ミ
ラ
ク

ル
”
な
作
品
は
、
幅
広
い
専

門
家
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
影

北
辻
良
央
《W

ork-R
R

2

》
１
９
８
２
年

和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
蔵

を
振
り
返
る
。
ど
の
よ
う
な

文
化
的
座
標
に
位
置
し
、
ど

の
よ
う
な
技
術
を
作
品
に
凝

ら
し
た
の
か
。
本
展
で
は
、

ち
ひ
ろ
の
残
し
た
言
葉
を
テ

ー
マ
に
、
資
料
を
交
え
た
約

２
０
０
点
の
展
示
品
を
通
じ
、

作
品
の
細
部
に
迫
る
。
童
画

家
と
し
て
の
ち
ひ
ろ
イ
メ
ー

ジ
の
刷
新
を
試
み
る
。

　

美
術
館
「
え
き
」
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
京
都

伊
勢
丹
７
階
隣
接
）
に
て
11

月
16
日
（
金
）
～
12
月
25
日

（
火
）。
会
期
中
無
休
。
午
前

10
時
～
午
後
８
時
（
入
館
は

生
誕
１
０
０
年

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
、

絵
描
き
で
す
。

11
／
16
～
12
／
25　
　
　
　
　

美
術
館
「
え
き
」
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

　

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
は
今
年

12
月
15
日
、
生
誕
１
０
０
年

を
迎
え
る
。「
い
わ
さ
き
ち
ひ

ろ
、
絵
描
き
で
す
。」
―
の
ち

の
伴
侶
と
出
会
っ
た
際
に
自

己
紹
介
し
た
ち
ひ
ろ
の
言
葉

を
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
る
本
展

は
、「
絵
描
き
」
と
し
て
の
ち

ひ
ろ
の
技
術
や
作
品
の
背
景

30
分
前
ま
で
）。

一
般
９
０
０

円
、
高
大
生
７

０
０
円
、
小
中

生
５
０
０
円
。

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

京
都
伊
勢
丹
☎

０
７
５
・
３
５

２
・
１
１
１
１

（
大
代
表
）

☆
読
者
プ
レ
ゼ

ン
ト

　

５
組
10
名
ご

招
待

サ
ヴ
ィ
ニ
ャ
ッ
ク

パ
リ
に
か
け
た
ポ
ス
タ
ー

の
魔
法開

催
中
～
12
／
24

兵
庫
県
立
美
術
館

　

フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
ポ

ス
タ
ー
作
家
、
レ
イ
モ
ン
・

サ
ヴ
ィ
ニ
ャ
ッ
ク
。
陽
気
で

シ
ン
プ
ル
な
作
品
は
、
そ
れ

ま
で
の
伝
統
だ
っ
た
装
飾
的

な
要
素
を
排
し
、
ポ
ス
タ
ー

の
様
式
を
一
新
し
た
。
商
品

に
人
や
動
物
の
モ
チ
ー
フ
を

組
み
合
わ
せ
、
明
快
な
造
形

と
色
彩
に
よ
り
視
覚
的
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。

身
近
な
食
料
品
や
日
用
品
か

ら
シ
ト
ロ
エ
ン
や
ダ
ン
ロ
ッ

プ
、
テ
ィ
フ
ァ
ー
ル
な
ど
多

様
な
広
告
を
担
っ
て
き
た
彼

の
ポ
ス
タ
ー
は
、
世
界
中
の

人
々
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　

同
展
覧
会
は
、
ポ
ス
タ
ー

と
合
わ
せ
て
原
画
や
関
連
作

品
も
展
示
。
サ
ヴ
ィ
ニ
ャ
ッ

ク
の
世
界
が
楽
し
め
る
。

　

兵
庫
県
立
美
術
館
（
Ｊ
Ｒ

「
灘
」
駅
か
ら
南
へ
徒
歩
約

10
分
、
阪
神
「
岩
屋
」
駅
か

ら
南
へ
徒
歩
約
８
分
）に
て
、

開
催
中
。
12
月
24
日
（
月
・

振
休
）ま
で
。月
曜
休
館（
た

だ
し
12
月
24
日
（
月
・
振
休
）

は
開
館
）。
午
前
10
時
～
午

後
６
時
（
金
・
土
曜
は
午
後

「
へひ

ょ
う
げ

う
け
も
の
」
織
部
好
み

の
“
対
照
の
美
”
と
は
？

開
催
中
～
１
／
15

古
田
織
部
美
術
館

　

織
部
の
好
み
の
道
具
は
激

し
く
歪
ん
で
い
た
り
、
背
が

高
か
っ
た
り
、低
か
っ
た
り
、

と
個
性
的
で
取
り
合
わ
せ
が

難
し
く
見
え
る
。
し
か
し
、

こ
こ
に
織
部
独
特
の
緻
密
な

計
算
が
あ
る
。
細
く
て
背
の

高
い
茶
入
に
は
平
た
く
背
が

低
い
沓
形
茶
碗
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
、
相
反
す
る
性
質
の

も
の
を
取
り
合
わ
す
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
発
揮
し

つ
つ
も
、
全
体
と
し
て
調
和

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
“
対
照
の
美
”、
す
な

わ
ち
、
全
く
性
質
の
違
う
も

の
同
士
を
並
べ
た
と
き
、
そ

の
違
い
が
際
立
つ
美
と
呼
べ

る
だ
ろ
う
。本
展
で
は
、こ
の

取
り
合
わ
せ
を
再
現
し
、
水

指
・
茶
入
・
茶
碗
を
三み

つ
鼎が

な
えに

展
示
。織
部
の
見
出
し
た“
対

照
の
美
”
が
楽
し
め
る
。

　

古
田
織
部
美
術
館
（
地
下

鉄
「
北
山
」
駅
４
番
出
口
よ

り
徒
歩
３
分
）に
て
開
催
中
、

２
０
１
９
年
１
月
15
日（
火
）

ま
で
。
休
館
は
12
月
29
日

（
土
）
～
２
０
１
９
年
１
月

４
日（
金
）。
午
前
９
時
30
分

①
書
籍
「
京
都
手
帖
２
０
１

９
【
京
都
限
定
版
】」（
３
面
）

１
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
書
籍
「
京
ご
よ
み
手
帳
２

０
１
９【
輝
】バ
ー
ジ
ョ
ン
」

（
３
面
）

１
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

③
国
立
国
際
美
術
館
「
ニ
ュ

ー
・
ウ
ェ
イ
ブ　

現
代
美
術

の
80
年
代
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

④
美
術
館
「
え
き
」
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
「
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
、

絵
描
き
で
す
。」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑤
兵
庫
県
立
美
術
館
「
サ
ヴ

ィ
ニ
ャ
ッ
ク　

パ
リ
に
か
け

た
ポ
ス
タ
ー
の
魔
法
」（
11

面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑥
古
田
織
部
美
術
館「「
へ
う

け
も
の
」
織
部
好
み
の
〝
対

照
の
美
〟
と
は
？
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑦
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

「
ミ
ラ
ク
ル　

エ
ッ
シ
ャ
ー

展
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

ル
時
代
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

「
版
画
」
に
こ
だ
わ
り
続
け

た
エ
ッ
シ
ャ
ー
の
偉
業
を
再

認
識
で
き
る
貴
重
な
機
会
。

　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

（
近
鉄
「
大
阪
阿
部
野
橋
」

駅
・
Ｊ
Ｒ
「
天
王
寺
」
駅
よ

り
す
ぐ
。
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

16
階
）
に
て
、
11
月
16
日

（
金
）
～
２
０
１
９
年
１
月

14
日
（
月
・
祝
）
ま
で
。
休

館
は
11
月
19
日
（
月
）、
11

月
26
日
（
月
）、
12
月
31
日

（
月
）、
２
０
１
９

年
１
月
１
日
（
火
・

祝
）。
午
前
10
時
～

午
後
６
時
（
火
～
金

は
同
８
時
ま
で
）、

入
館
は
閉
館
30
分
前

ま
で
。
一
般
１
５
０

０
円
、
高
大
生
１
０

０
０
円
、
小
中
生
５

０
０
円
。
あ
べ
の
ハ

ル
カ
ス
美
術
館
☎
０

６
・
４
３
９
９
・
９

０
５
０

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

「
温お

ん
こ
ら
い
さ
ん

故
礼
讃
」

―
百ひ

ゃ
っ
か
り
ょ
う
ら
ん

花
繚
乱
・
相
国
寺

文
化
圏

Ⅰ
期
：
開
催
中
～
12
／
24

Ⅱ
期
：
１
／
13
～
３
／
24

相
国
寺
承
天
閣
美
術
館　

　

室
町
三
代
将
軍
・
足
利
義

満
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
相
国

寺
は
、
金
閣
・
銀
閣
の
世
界

文
化
遺
産
を
有
し
、
今
も
な

お
禅
の
古
刹
と
し
て
の
存
在

を
誇
っ
て
い
る
。
今
回
の
展

覧
会
は
相
国
寺
文
化
圏
と
銘

を
打
ち
、
国
宝
・
重
要
文
化

財
を
多
く
含
む
、
相
国
寺
に

伝
来
の
名
品
を
一
堂
に
展
覧
。

室
町
時
代
か
ら
の
歴
史
の
荒

波
を
乗
り
越
え
今
に
伝
わ
る

寺
宝
へ
の
温
故
（
古
き
を
あ

た
た
め
る
）
と
い
う
教
え
を

礼
讃
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。

今
春
、
重
要
文
化
財
に
新
指

定
さ
れ
た
円
山
応
挙
筆
「
大

瀑
布
図
」
の
巨
軸
も
お
披
露

目
さ
れ
る
。

　

相
国
寺
承
天
閣
美
術
館

（
地
下
鉄
「
今
出
川
」
駅
３

番
出
口
よ
り
徒
歩
８
分
）
に

て
開
催
中
、
Ⅰ
期
は
12
月
24

日
（
月
・
振
休
）
ま
で
。
Ⅱ

期
は
２
０
１
９
年
１
月
13
日

（
日
）
～
３
月
24
日
（
日
）

ま
で
。
会
期
中
無
休
。
午
前

10
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

30
分
前
ま
で
）。
一
般
８
０

０
円
、
65
歳
以
上
・
大
学
生

６
０
０
円
、
中
高
生
３
０
０

円
、
小
学
生
２
０
０
円
。
相

国
寺
承
天
閣
美
術
館
☎
０
７

５
・
２
４
１
・
０
４
２
３

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

水
指
・
茶
入
・
茶
碗
の
三
つ
鼎

《
昼
と
夜
》
１
９
３
８
年

A
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文
正
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双
幅
の
う
ち　

明
時
代　

重
要

文
化
財　

相
国
寺
蔵　
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京
都
市
で
は
、「
歴
史
都

市
・
京
都
」
の
魅
力
を
世
界

に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
国

内
外
か
ら
訪
れ
る
方
々
に
京

都
な
ら
で
は
の
「
お
も
て
な

し
」
を
実
践
で
き
る
子
ど
も

た
ち
の
育
成
を
目
指
し
、
中

学
生
・
高
校
生
が
「
京
都
・

観
光
文
化
検
定
試
験
（
京
都

検
定
）
３
級
」
に
無
償
で
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
を
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｋ
は
こ
の
事
業
の
趣
旨

に
賛
同
し
、「
中
学
生
・
高

校
生
１
０
０
０
人
の
受
験
を

目
指
し
て
、
後
押
し
す
る
た

め
の
費
用
を
支
援
し
た
い
」

と
の
思
い
で
、
平
成
27
年
度

か
ら
引
き
続
き
今
年
度
も
京

都
市
に
２
０
０
万
円
の
寄
付

を
い
た
し
ま
し
た
。
徐
々
に

浸
透
し
て
き
て
い
る
よ
う

で
、
平
成
27
年
度
に
こ
の
事

業
に
申
し
込
ん
だ
中
高
生
は

７
３
１
名
で
し
た
が
、
本
年

度
は
９
０
０
名
近
く
に
な
る

　

本
年
も
去
る
10
月
21
日
に

京
都
商
工
会
議
所
で
の
講
習

会
に
京
都
検
定
１
級
資
格
を

持
つ
、
山
科
営
業
所
の
塚
本

彦
成
社
員
を
派
遣
い
た
し
ま

し
た
。

　

府
内
各
地
か
ら
多
数
が
集

ま
る
会
場
は
い
つ
も
の
学
校

と
は
違
う
雰
囲
気
で
、
中
高

生
は
緊
張
気
味
で
し
た
。
そ

　

Ｍ
Ｋ
で
も
、
観
光
案
内
が

で
き
る
京
都
通
ド
ラ
イ
バ
ー

育
成
の
た
め
に
、
社
内
観
光

資
格
制
度
を
設
け
、
英
会
話

ド
ラ
イ
バ
ー
育
成
や
社
員
の

京
都
検
定
受
験
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。
京
都
市

が
設
置
し
て
い
る
「
京
都
観

光
お
も
て
な
し
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
に
は
、
本
年
３
月
に

も
新
た
に
５
名
が
任
命
さ

れ
、
１
事
業
者
と
し
て
最
多

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

英
会
話
の
で
き
る
「
京
都
国

際
観
光
お
も
て
な
し
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
」
に
は
総
勢
15
名

の
う
ち
Ｍ
Ｋ
か
ら
は
３
名
が

任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

っ
て
か
ら
も
熱
心
な
中
高
生

が
塚
本
社
員
に
か
け
よ
り
質

と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
毎
年
寄
付
の
み
な

ら
ず
京
都
市
教
育
委
員
会
が

主
催
す
る
検
定
対
策
事
前
講

習
会
に
Ｍ
Ｋ
観
光
ド
ラ
イ
バ

ー
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
、

学
習
へ
の
取
組
み
に
協
力
を

し
て
い
ま
す
。
寄
付
受
納
式

で
は
門
川
大
作
市
長
か
ら

「
事
前
講
習
会
で
は
、
実
践

的
で
分
か
り
や
す
い
お
話
が

大
好
評
」
で
あ
る
と
、
う
れ

こ
で
、
塚
本
社
員
は
心
と
体

を
ほ
ぐ
す
手
遊
び
で
講
習
会

を
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
京

都
に
は
美
し
い
も
の
や
惹
き

つ
け
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
伝
え
つ
つ
、
試
験
に
出

そ
う
な
問
題
を
ク
イ
ズ
形
式

で
出
題
す
る
な
ど
、
楽
し
く

合
格
も
意
識
し
た
学
習
を
進

め
ま
し
た
。
講
習
会
が
終
わ

　

今
後
も
、Ｍ
Ｋ
は
「
観
光
・

お
も
て
な
し
」
の
社
内
教
育

に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
よ

り
広
く
京
都
の
未
来
を
担
う

人
材
育
成
に
少
し
で
も
ご
協

力
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
今
月
23
日
に
も

同
じ
く
京
都
商
工
会
議
所

で
の
２
回
目
の
事
前
講
習

会
に
講
師
派
遣
を
行
い
ま

す
。
こ
ち
ら
に
は
、
長
年

に
わ
た
る
観
光
ド
ラ
イ
バ

ー
の
経
験
を
持
ち
現
在
は

人
事
部
で
新
卒
の
観
光
勉

強
会
を
担
当
す
る
日
笠
文

夫
職
員
が
講
習
を
行
う
予

定
で
す
。
２
回
と
も
に
受

講
す
る
中
高
生
も
、
先
生

が
変
わ
る
の
で
飽
き
ず
に
学

習
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

し
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

京都ならではの人材育成をめざす門川大作・京都市
長（写真中央）と青木信明社長（右から２人目）

絵図やクイズを使った講習会

継
続
支
援
も
４
年
目
に

Ｍ
Ｋ
が
京
都
市
に
寄
付

Ｍ
Ｋ
も
京
都
検
定
で

観
光
お
も
て
な
し
教
育

京
都
検
定
の
先
生
は

Ｍ
Ｋ
観
光
ド
ラ
イ
バ
ー 教

育
へ
の
想
い
を
語
る

青
木
社
長

会
場
を
和
ま
せ
る
塚
本
社
員

中
高
生
１
０
０
０
人
の

京
都
検
定
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援

【第15回京都検定】
試験日：平成30年12月9日（日）
受験申込期間：～11月5日（月）まで
公開テーマ問題：3級「きぬかけの路」

2級「明治150年」
1級「京都御苑と御所・離宮」


